
南
蛮
流
外
科
で
は
、
創
傷
の
洗
潅
・
消
毒
に
蒸
留
酒
を
用
い
た

が
、
日
本
に
お
け
る
「
焼
酎
」
の
最
古
の
記
録
は
、
永
禄
二
年
八
月

十
一
日
の
日
付
で
、
現
在
の
鹿
児
島
県
大
口
市
郡
山
八
幡
神
社
の
棟

板
に
、
作
次
郎
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
落
書
「
其
時
座
主
は
大
キ
ナ
こ

す
て
を
ぢ
ゃ
り
て
一
度
も
焼
酎
を
く
だ
さ
れ
ず
云
禽
」
と
い
わ
れ
て

い
る
。相

良
藩
が
大
口
を
併
合
し
た
の
は
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
で

永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
よ
り
三
年
前
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
、
相
良
藩
は
、
市
木
丸

と
い
う
貿
易
船
十
数
隻
を
つ
く
り
、
徳
渕
港
（
八
代
）
か
ら
中
国
の

揚
子
江
、
琉
球
ま
で
出
か
け
て
盛
ん
に
貿
易
を
行
っ
て
い
た
。

大
陸
の
蒸
留
酒
の
製
法
が
相
良
藩
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
こ
の
頃
の

こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
中
国
流
外
科
が
伝
え
ら
れ
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。

相
良
藩
の
帝
王
切
開
術
伝
承
に
つ
い
て

鳥
越
謙
一

相
良
藩
の
豪
傑
岡
本
河
内
守
が
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
、

大
口
初
栗
の
戦
い
で
、
島
津
家
の
奉
行
川
上
左
近
を
討
ち
と
っ
た

時
、
鉄
砲
の
一
斉
射
撃
を
受
け
負
傷
し
た
。
ど
の
よ
う
な
治
療
が
行

わ
れ
た
か
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
岡
本
河
内
守
は
鉛
中
毒
も
お
こ
さ

ず
、
慶
長
十
一
年
（
一
六
○
六
）
、
病
臥
中
褥
瘡
が
で
き
て
、
そ
こ

か
ら
鉄
砲
玉
二
個
と
砕
け
た
骨
大
小
二
一
個
が
出
て
き
た
と
い
う
記

録
が
残
っ
て
い
る
。

関
が
原
の
戦
い
で
敗
れ
た
小
西
行
長
の
宇
土
城
は
、
加
藤
清
正
の

軍
に
包
囲
さ
れ
落
城
し
た
が
、
そ
の
籠
城
軍
の
中
に
、
ペ
ド
ウ
ロ
・

ラ
モ
ン
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ゾ
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
等
五
人
の
外
人
宣
教
師
が

お
り
、
原
マ
ル
チ
ノ
（
天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
一
人
）
の
助
命
嘆
願

に
よ
り
許
さ
れ
、
小
西
行
長
の
遺
臣
達
一
、
五
○
○
人
（
五
○
隻
の

船
に
乗
船
）
等
と
八
代
か
ら
海
路
薩
摩
に
避
難
、
の
ち
一
部
の
人
々

は
、
マ
カ
オ
に
亡
命
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
が
、
宇
土
出
身
の
栗
崎

道
喜
正
元
で
、
南
蛮
流
外
科
と
中
国
流
外
科
を
学
ん
で
日
本
に
帰

り
、
日
本
の
南
蛮
流
外
科
の
祖
と
な
っ
た
。

戦
国
時
代
、
相
良
藩
の
領
土
は
、
宇
土
の
隣
の
松
橋
ま
で
進
出
し

て
お
り
、
栗
崎
道
喜
達
が
八
代
か
ら
海
へ
逃
れ
る
時
と
、
の
ち
に
日

本
に
帰
っ
て
く
る
時
は
、
相
良
藩
の
水
軍
（
南
北
朝
時
代
、
南
朝
の
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従
来
の
定
説
に
よ
れ
ば
、
一
六
一
○
年
、
］
の
周
目
農
自
国
昌
日
四
回
目

に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
帝
王
切
開
術
が
、
日
本
で
最
初
に
行
わ
れ
た

の
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
伊
古
田
純
道
に
よ
る
手
術
と

い
わ
れ
て
い
る
。
が
、
相
良
藩
の
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
よ
り

二
二
年
前
の
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
、
相
良
藩
の
江
戸
屋
敷

で
、
第
二
十
二
代
相
良
頬
喬
公
御
誕
生
の
時
、
難
産
の
た
め
、
生
母

周
光
院
殿
（
十
九
歳
）
に
帝
王
切
開
が
行
わ
れ
、
お
世
継
ぎ
は
無
事

生
ま
れ
た
が
、
母
親
は
死
亡
し
た
と
な
っ
て
い
る
。

表
沙
汰
に
な
れ
ば
、
当
然
藩
は
取
り
つ
ぶ
し
と
な
る
は
必
定
。
古

文
書
に
記
載
が
な
い
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
、
そ
の
可
能
性
に
つ

い
て
考
察
し
て
象
る
以
外
に
は
な
い
の
だ
が
、

一
三
四
七
年
た
っ
た
現
在
ま
で
、
「
頼
喬
さ
ま
は
、
生
ま
れ
る
時

お
母
さ
ん
の
腹
を
切
っ
て
出
さ
れ
た
お
方
げ
な
」
「
行
列
の
途
中
で
、

十
九
歳
の
女
の
子
を
み
る
と
、
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
拝

ん
ど
ら
れ
た
げ
な
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
人
吉
市
や
球
磨
郡
の
あ
ち

征
西
将
軍
泰
成
親
王
に
従
っ
て
海
路
薩
摩
に
上
陸
、
相
良
藩
に
き
て

そ
の
ま
ま
住
み
つ
い
た
紀
州
新
宮
の
熊
野
水
軍
）
が
関
係
し
て
い
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ら
こ
ち
ら
に
残
っ
て
い
る
こ
と
。

二
相
良
家
聞
書
に
あ
る
幕
府
へ
の
届
け
出
書
は
、
寛
永
十
八
年
五

月
二
十
五
日
頼
喬
公
御
誕
生
、
同
年
七
月
十
一
日
周
光
院
殿
御
卒
去

と
な
っ
て
い
る
の
に
、
相
良
家
系
譜
で
は
、
寛
永
十
八
年
七
月
十
一

日
頼
喬
公
御
誕
生
、
周
光
院
殿
御
卒
去
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

三
人
吉
市
の
願
成
寺
に
あ
る
相
良
家
歴
代
墓
地
の
中
で
、
奥
方
周

光
院
殿
の
墓
か
ら
急
に
大
き
な
墓
石
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

四
相
良
藩
で
は
、
江
戸
時
代
に
「
踏
み
絵
」
を
一
回
も
や
っ
て
お

ら
ず
、
幕
府
か
ら
の
注
意
に
対
し
て
「
春
秋
二
回
宗
門
あ
ら
た
め
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
踏
絵
の
必

要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
答
え
て
い
る
こ
と
。

五
島
原
の
乱
の
時
、
何
回
催
促
さ
れ
て
も
出
兵
し
な
か
っ
た
こ

１
シ
」
○

六
天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
立
案
仲
介
者
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
バ

リ
ニ
ャ
ー
’
一
か
ら
相
良
義
陽
公
に
あ
て
た
書
状
（
一
五
八
○
年
四
月

三
日
付
で
、
鶏
卵
大
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
印
章
が
押
さ
れ
て
い
る
）
が

代
食
大
切
に
保
存
さ
れ
現
存
し
て
い
る
こ
と
。

七
竿
石
が
ラ
テ
ン
十
字
形
で
、
い
わ
ゆ
る
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
と
よ

ば
れ
て
い
る
織
部
灯
籠
が
、
相
良
家
ゆ
か
り
の
場
所
に
九
基
建
て
ら
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以
上
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
て
ゑ
る
と
、
「
お
世
継
ぎ
を
得
る
た

め
の
非
常
手
段
と
し
て
、
南
蛮
流
外
科
に
よ
る
帝
王
切
開
が
行
わ

れ
、
お
世
話
に
な
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
に
は
弓
を
ひ
か
な
か
っ
た
」
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
熊
本
県
人
吉
市
）

八
相
良
頼
喬
公
の
父
君
、
相
良
頼
寛
公
御
危
篤
の
時
は
、
長
崎
か

広
島
地
方
の
藩
医
た
ち
と
そ
の
業
績

ら
中
国
人
医
師
彰
川
入
徳
と
西
三
伯
が
招
か
れ
て
治
療
し
て
い
る
こ

れ
、
現
存
し
て
い
る
こ
と
。

と
○

幕
藩
体
制
は
武
士
社
会
を
主
体
と
す
る
封
建
社
会
構
造
の
上
に
成

立
し
、
そ
の
政
治
行
政
機
構
の
中
で
は
、
近
代
社
会
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
組
織
化
さ
れ
、
活
動
的
な
医
師
の
職
業
集
団
は
存
在
せ
ず
、
し

た
が
っ
て
そ
れ
ら
の
学
術
活
動
と
し
て
も
、
特
記
さ
れ
る
べ
き
業
績

も
認
め
ら
れ
な
い
。
全
国
的
規
模
か
ら
し
て
も
、
各
地
域
・
各
藩
に

お
い
て
も
大
同
小
異
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

私
は
広
島
地
方
に
お
い
て
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
か
ら
明
治

初
期
の
廃
藩
置
県
頃
ま
で
の
約
二
五
○
余
年
間
の
広
島
藩
藩
医
の
概

況
を
、
そ
の
歴
史
的
背
景
か
ら
考
察
し
て
ぷ
た
い
。

広
島
藩
は
安
芸
一
国
と
備
後
半
国
を
領
有
し
た
外
様
大
藩
で
あ

る
。
福
島
正
則
の
除
封
の
あ
と
、
和
歌
山
か
ら
四
二
六
、
五
○
○
石

の
広
島
城
主
と
し
て
、
浅
野
氏
が
入
封
さ
れ
た
。
浅
野
氏
の
治
世
は

明
治
維
新
ま
で
続
い
た
。

江

川

義
雄
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